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0：報告の背景：「迫害社会」論と中世北欧へのその適用可能性 

[Moore 2007 (1987): esp., 144-71]：12/13c.マイノリティ迫害の共通＋体系的類型成立 

 マイノリティ、キリスト教社会への「脅威」とみなされエリートにより迫害の対象に 

 「（中世以降の）西欧的な迫害社会の」特質、同時期に成立(p. 156.) 

① 迫害対象者の周縁化marginalization、「悪魔化」demonization（＜「分類」classification） 

② 迫害を体系的かつ循環的に執行するメカニズム＝（異端）審問 

→ラテン＝キリスト教世界周縁部である中世北欧への適用の背景、↑二つの観点から検討 

 

○北欧中近世における「マイノリティ」と「迫害」 

背景：地中海沿岸地域から遠く隔たる＆非集中／都市型の人口分布。ユダヤ人＋いわゆる

「異端者」の姿、少なくとも 16世紀以前には（ほとんど）見受けられない 

→まとまった形での先行研究不在／近年、いくつかの研究が公に 

 ハンセン氏病患者：隣接諸分野（考古学・解剖学）の貢献 [Boldsen 2001] 

 外来イメージ（ユダヤ人）の受容と「転用」 Cf. [Cole 2013] 

 異端審問官の活動（正確には任命） [Bandlien & Knutsen 2008] 

 

○多数派？マイノリティについての研究 

 妖術／妖術師（中世期）： 

  [Mitchell 1997]; [Id. 2000] ; [Id. 2011]：古北欧語史料（法、叙述）網羅的分析 

 文学史料におけるイメージの変遷 [Tulinius (rit.) 2008] 

 ※ヴァリアントとしての「魔女狩り」：北欧での研究、多数は宗教改革後 Cf. [Ankaaloo 

1992]; [Ankaaloo & Henningsen (ed.) 1993] 

 狩猟採集民サーミ（「フィン人」） 

 考古学他、隣接諸科学の結果をあわせた総説 [Hansen & Olsen 2004] 

※北ノルウェーをはじめとする地方史との文脈での研究 [Urbanncztyk 1992] etc. 

 文学史料他におけるイメージの変遷に関する研究 [Mundal 1997] 

 

○本報告での視座 

 中近世（13-17c.）における法文化、倫理観（→マイノリティ＝「魔女」迫害）の連続

性をめぐる議論[Riisøy 2009 (2006)]; [Dørum et al. 2006]：「長い中世(The Long High 

Middle Ages」論→13世紀における法文化の変化と「迫害社会」との連関 

 13c.法文化の変化の中において、①マイノリティ集団の周縁化、②迫害メカニズムの

体系的運用に向けた動きの二点が見られるかに焦点をあわせる。 

※主たる検討対象、（西）ノルド語圏（ノルウェー＋アイスランド等北大西洋島嶼）に限定 
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1: 北欧中世におけるマイノリティ「迫害」―文書、叙述史料からのデータ 

 

1450年以前の北欧（ノルド語圏）における「迫害」事例（[Mitchel 2000: 15]元に加工） 

※15c.後半、東ノルド語圏（特にスウェーデン）における裁判記録（未刊行） 

記録遺失の可能性（Mitchell; Nedkvitne）←→報告者の個人的見解：「氷山の一角」ではない？ 

 

1.1. ラグンヒルド・トレガゴース（1325）の事例（史料 1ab） 

史料出典：14c.前半（1305-）ベルゲン司教のレターブック：約 500件の書簡・文書中 

取り調べ調書他 2通の記録 

 

○取り調べの経過 

※おおむねキリスト教関連法部門の規定に沿って行われる？ Cf. [Riisøy 2004: 46-59] 

① 契機：1325年 1月 13日ごろからの「公の噂」 

② 1月 25日に本人を召喚→否認 

③ 2月 5日、地方の集会場で彼女が前年 11月 3日に行った告白の証人を召喚。内容以下。 

(ア) ボール夫妻の初夜にパンとえんどう豆各 5個、そして短剣をベッドに忍ばせる 

④ その後、拘禁された彼女は長い黙秘後に③での証言を肯定＋α（妖術＋複数のキリス

ト教関連法部門の規定違反） 

イ) 3等親であるボールと 4度の関係（→近親相姦、姦通） 

ロ) 夫婦間に不和をもたらすため、「悪魔に身を捧げる」 

ハ) 呪文：ガンド？の霊？を放つ ※「ガンドの霊」[Tolley 1995]; [Ohrt 1934-36] 

ニ) 夫婦を離婚させ、ボール（元夫）を北ノルウェー、ホーロガランに向かわせる 

ホ) 不倫相手に対し、関係絶とうとしたら自分の夫に打ち明けると脅す 

ヘ) 婚姻の 2晩目に新郎ボールに性的不能になる呪い 

ト) 初夜に新郎新婦をストーカーして近くのベッドに潜む 

チ) 上述の呪文、ソラ・グックなる男から習い覚える 

⑤ 「判決」：その後、本人反省の弁＋↑の時点で狂気に陥っていたと判断 

A) 断食 

B) 7年以内に（？）外国に贖罪の巡礼に赴くこと 

C) ただし、規定を破った場合には世俗権力の法廷に引き渡す 

 

[Mitchell 1997]：ベルゲンの王立礼拝堂と司教の間の権力闘争の余波として解釈 

ただし、関係者の社会的立場については研究者の合意× Cf. [Nedkvitne 2009: 299f.] 

年代 地点 被疑者名 性別 罪状 対応

1325 Bergen, Norway ラグンヒルド・トレガゴース 女
複合（妖術；性的不能；近

親相姦）

贖罪巡礼；違反

時世俗権力への

引き渡し

1343 Kirkjubær, Iceland 修道女某 女

複合（悪魔との契約；教皇

の権威否定？；聖体冒

涜？；性の乱れ？）

火刑

1406 Hvalsey, Greenland コルグリム 男 複合（妖術；強姦） 火刑
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1.2. キルキュベル女子修道院（南アイスランド）の修道女（1343年）（史料 2abc） 

 アイスランド：1262/3 年にノルウェー王に従属：ノルウェーの立法の影響下のヴァリ

アントが世俗法（『ヨーンスボーク』＆キリスト教関連法部門（『アルニ・ソルラーク

ソンのキリスト教関連法』）の双方で通用 

 ノルウェーの大司教教会法上の権威（形式的には 1152/3-） 

 史料出典：複数のアイスランド編年誌 

 『法務官（ラグマン）編年誌』（L）：ほぼ同時代 

 『スカゥルホルト編年誌』（S）：最大で記録に 20年のタイムラグ？ 

 『フラート島編年誌』（F）：1387-94年に大型写本『フラート島本』付属物として、

写字生／司祭マグヌース・ソルハールソンが記す（→最大約 50年のタイムラグ） 

 

○編年誌間で錯綜する情報 

① 修道女の名前：「クリスティン」（F） 

② 教皇への不敬（L） 

③ 聖体（ホスチア聖餅）冒涜( F） 

④ 悪魔との文面を伴う契約（S; F） 

⑤ 司教による聖職者の綱紀引き締め（刷新）活動の一環？(L; F) 

 

○両事例での共通点 

 「悪魔と契約した」存在としての妖術師概念 

 当事者本人の意識／最も同時代の記述の直接的な反映かは疑わしい部分も 

 処分に際し、司教がイニシアチヴ取る 

 キリスト教関連法部門（後述）の手続きに照らした通常の法手続きの範囲内 

 特にノルウェーの場合には、文字記録作られる可能性高い（←→残存数） 

 

2：13-14世紀法史料における対妖術・妖術師禁令他の変容と体系化 

○中世ノルウェーの法史料のおおまかな「層位」[Riisøy 2009: 9-12] Cf. [Seip 1937-40] 

※1：王国（統一的なもの成立以前？から）、4つの「法域」（法区分）に区分（地図） 

 ベルゲンは「グラシング」、北ノルウェーは「フロスタシング」法域に属す 

※2：教会やキリスト教に関係する「キリスト教関連法部門（kristinréttr; kristinbálkr）」、少

なくとも 13c.半ばまでは世俗（？）法内部の下位区分として存在 

※3：①～④の各「層」内での新旧、個別の法規定の区分けについてはさらに議論有 

※4：この他にも、個別事例、法域以下の地方に限定した「法改訂」存在 

① 各法域の地方法典（古）（c. 1100?）：個々の条文でなく集成として最古のもの、11c.前

半にまで遡る可能性（現存の諸条文がそれである保障は存在せず） 

② 12c.後半の法改訂：2代目トロンハイム大司教エイステイン（r. 1161-88）関与 

 「マグヌス」テクスト in『グラシング法』 Cf. 王マグヌス・エルリングソン 

③ 13c.半ば：王ホーコン・ホーコンソン治世（r. 1217-63）治世下の法再編纂 

④ 13c.後半：王マグヌス・ホーコンソン治世（r. 1263-80）＆大司教ヨーン・ローデ（r. 1267-82）
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による各地（＋全国）法再編纂 

 『新グラシング法／キリスト教関連法部門』（1267） 

 東ノルウェー2法域の新「キリスト教関連法部門」（1268） 

 『大司教ヨーンのキリスト教関連法』 

→『全国法』（1274）（→アイスランドの『ヨーンスボーク』（1281）） 

（⑤1280-：大司教による管区教会管区決議文＋α） 

※5：「キリスト教関連法部門」としてどれが各法域で通用していたか、一本化されず？ 

 

○中世北欧法史料の史料価値評価をめぐる議論 

 19c.ドイツ法史学の伝統（K. Maurer-）：「ゲルマン的」法伝統の根源探し 

 1970s-：スウェーデン発の研究、法史料の評価をめぐり問題提起 [Norseng 1991] 

 [Sjöholm 1976]：大陸法（ローマ法、カノン法）の影響強く評価 

 [Brink 2013]：大陸法に還元しきれない在地の法伝統の存続強調 

※立法者側のイニシアチヴをどこまで評価するか 

 ノルウェー（法制）史における上述議論適用の趨勢 

 前者が 7:3で優勢：例）ローマ法的所有権概念の受容（Iversen） 

 教会史関係中心に、どうしても「はじまり」に関心集中（＝層位①） 

→本報告での視座： 

イ) ②～⑤において妖術（師）はじめとするマイノリティ集団、どのように定義され、そ

れが変容したか？ 

ロ) 実際の運用ではなく、あくまでも立法者（王、大司教、司教）側の意識の反映として 

 

2.1.対妖術・異教的慣行禁令の変遷 

大前提：層位①（上述）の段階で王国（法域）共同体＝キリスト教徒（地域）共同体の集

合体として認識される（史料 3） 

←→「（良き）キリスト教徒」＝社会の一員とみなされる前提としての許容範囲に変化 

 

○対妖術慣行禁令（史料 4）：『古グラシング法』（①）と『（偽）スヴェッレ王のキリスト教

関連法部門Kong Sverres kristenret
1』（⑤）の比較 

 『古グラシング法』（4-a）：ケース・バイ・ケースに応じた処罰、より段階的 

 予言を信じ、聞きに行った（実践×）：罰金支払いでOK 

 『スヴェッレ王のキリスト教関連法部門』（4-b）：追放刑＋財産没収に一本化する動き 

処罰の厳格・一本化／「異教的」崇拝の取り締まり対象拡大 Cf. [Nedkvitne 2009: 285-87] 

 

○何が新たに「異教的」崇拝として取締り対象となったのか（史料 5） 

 『古グラシング法』（5-a＝①）：異教の神々と塚、聖域 

                                                 
1
 王スヴェッレ（1202年没）の名を冠するが、実質的には 13世紀後半に王エーリク 5世

（r. 1280-99）と大司教間の対立を背景に『古グラシング法』及び『古フロスタシング法』

から編纂されたものと推定される [Strauch 2011: 177]。残存写本は 14c.前半に年代同定。 
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 『古グラシング法／「マグヌス」』（5-b：ante 1184＝②）：人外（トロル） 

 『古フロスタシング法』（5-c: c. 1170s＝②）；『大司教ヨーンのキリスト教関連法』（5-c：

1273＝④）：地霊 Cf. [Ármann Jakobsson 2013] 

 『スヴェッレ王のキリスト教関連法』（5-d: ⑤）：女妖術師の別称としての「マン・イ

ーター」 Cf. 13c.前半の『グラシング法』断片に記載（5-e）→北欧外部起源？ 

前 2者、キリスト教本格受容以前の多神教世界観において近年評価(Sanmark) 

ラテン語史料における「悪魔」の出現頻度増加と軌を一にする [Nedkvitne 2009: 277f.] 

 

○妖術＝「悪魔のわざ」という発想（史料 6） 

 ①段階の対妖術・「異教的」慣行禁令：供犠の対象（神々）＋場所に焦点／妖術が何の

力によるものかは問われず 

 ②～③以降（＝「悪魔」の出現）： 

 教会側史料：妖術はじめとする行為に悪魔が介在するという言説を織り込む（6ab） 

 世俗（王）制定の法典（『新グラシング法 I』3条: ante 1263）にも受容（6c） 

逸脱（異端）」者 vill-mennと妖術師、並置される Cf. ラグンヒルドの取調調書（1a） 

 

2.2.周縁化されたマイノリティの包括的概念としての「逸脱」／「異端」者 villu-menn 

○古ノルド語 vill-menn（一般に「異端者」）の定義をめぐる小論 

 ラグンヒルドの取調調書：ラテン語 heretica「異端的」登場←→ラグンヒルド、どのよ

うな基準で「異端的」とみなされたのか？ 

 [Brundage 1987: 473]：性的逸脱（特に同性愛行為）、西欧中世一般でしばしば異端と結

び付けられる 

 [Riisøy 2004: 34f.]; [Riisøy 2009: 50-53]：Brundageの図式を北欧においても確認、第一義

的にはカノン法における性関係法規の違反者（＞妖術行使）を villu-menn の前提とみ

なす Cf. ラグンヒルド 

 Cf. 中世北欧人が過去を描く際の ergi/ argr：妖術行使との関係 Cf. オージン 

←→既存の ergi/. argrと villu(-menn)、どこまで重なる概念なのか？ 

 

○「逸脱者」vill-menn概念の中世北欧への出現と精緻化（史料 7） 

 12c.半ば以前の用例はほぼ皆無 Cf. [Bandlien & Knutsen 2008: 441] 

 13世紀の「サガ」（12c.の十字軍遠征描写）中でサラセン人への形容に→ラテン語

「不信心者」（→「異教徒」→「非キリスト教徒」）infidelis的に使われる？ 

 『スヴェッレのサガ』（c. 1210?）（7-a）：王と敵対し、破門された（「サガ」作者いわく）

党派の指導者の司教の形容 

 『大司教ヨーンの教会管区決議文』（1280＝⑤）（7-b） 

 ローマ教会と袂分ち、その権威を認めない存在としての villu-menn 

 司教に、司教区内 villumenn取締りの指示が出される 

↑南方、ヨーロッパ大陸におけるカノン法の定義、villu-mennに 

 『大司教アーネの教会管区決議文』（1346＝⑤）（7-c）：教会の脅威の包括概念的な形
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容として villmenn転用される（ルーン、妖術、非正統の教説） 

 

○情報（概念）伝達のメカニズムとしての「ノルウェー王支配圏」法文化 

 教会管区決議文（6b, 7bc）：当初ラテン語で会議決議を記録（？）→残存するのはほぼ

すべて 14/15c. アイスランド写本中の俗語訳形態 

 アイスランド司教座の司教：少なくとも 1330年代まではニダロス大司教座（ノルウェ

ー）の管区会議にまじめに出席 

 南方、ヨーロッパ本土からノルウェーまでの情報媒介者としてのトロンハイム（ニダ

ロス）大司教 

 大司教アウドフィン、ポ－ル：いずれも南仏オルレアンに学ぶ 

 ポール：doctor utrius juris 

 ノルウェー経由でヨーロッパの規範を受容し、在地社会、教会に持ち帰る司教 

 スカゥルホルト司教ヨーン・シグルザルソン（史料 2）：アイスランド人修道士 

 ↑の前任者、司教ヨーン・ハルドールソン：ベルゲンのドミニコ会修道院出身：

大司教による管区会議編纂に積極的協力 

 

3：まとめにかえて 

13c./14c.前半中世北欧ノルド語圏（ノルウェー、アイスランド）における法文化の展開 

 ：南方、大陸ヨーロッパの諸概念の北方への移入with「迫害社会」的価値観 

立法者の語彙のレベルに留まらず、法、教会行政上のネットワーク（管区会議）介して北

大西洋をわたり現地社会にまで到達。 

 

課題①：南方、大陸ヨーロッパ発以外の形で中世北欧人の「妖術師／魔術的」世界観を刺

激する文化接触先が存在：極北の狩猟採集民サーミ（フィン人） 

※中世中後期、北ノルウェーの商業漁業活発化に伴い北欧人北方に進出 Cf.ラグンヒルド 

課題②：より社会の下層における「妖術師」観（特にノルウェー人の！）、宗教改革以前探

ること極めて難しい：ルーン木簡等の利用可能性 [Segev 2001] 

※スウェーデン、15c.説教文学他の活用 

課題③：14c.／15c.ノルド語圏における文化の担い手の交代（黒死病、カルマル同盟）、「迫

害社会」的価値観の受容にどのように貢献したのか 
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＜関連地図＞ノルウェー各地の「法域」［熊野 1986: 288] 

 


